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峰
山
駅
百
年
に
十
年
の
思
い

峰
山
駅
百
年
に
十
年
の
思
い

　

峰
山
駅
が
開
通
し
て
百
年
の
今
年
、
こ
ま
ね
こ

ま
つ
り
も
開
催
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
通
当
時
の
様
子
は
峰
山
線
全
通
映
画
に
記
録
さ

れ
て
い
て
、
当
時
の
人
々
の
歓
喜
の
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
開
通
直
後
に
は
震
災
、
戦
時
下
と
苦
難

が
続
き
ま
す
が
、
そ
の
後
昭
和
の
繁
栄
期
に
は
人
員

は
も
と
よ
り
物
資
の
運
輸
も
多
く
、
ち
り
め
ん
を
中

心
と
し
た
産
業
を
支
え
、
丹
後
半
島
の
玄
関
口
と
し

て
毎
日
活
気
に
溢
れ
る
駅
で
し
た
。

　

昭
和
末
期
の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ
る
廃
線
計
画

の
際
に
は
、
沿
線
各
地
で
存
続
運
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
廃
線
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
繋
い
で
下

さ
っ
た
百
年
で
す
。

　

ま
ち
お
こ
し
、
ま
ち
の
こ
し
。
を
掲
げ
る
こ
ま
ね

こ
ま
つ
り
は
今
年
で
十
回
目
を
数
え
、
峰
山
駅
百
年

を
祝
う
企
画
を
実
施
、
大
正
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

衣
装
で
駅
に
集
い
、
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
町
を
残
し
た
い
。
駅
や
鉄
道
に
も
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
、
後
生
に
繋
ぐ
こ
と
が
先
人
に
報
い
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。 家

内
安
全

心
身
健
勝

商
売
繁
盛

会
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隆
昌
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（
数
え
年
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初    

詣 

※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）が

　
「
甘
酒
」の
無
料
接
待
を

　
　

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

三
ヶ
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

神
守
札
授
与
所

  

一
日　

午
前
0
時
〜
2
時

三
ケ
日　

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

一
月
十
四
日（
水
）
午
前
七
時
〜

　

焼
納
祭（
ど
ん
ど
焼
）

　
　

お
正
月
飾
り
な
ど
は
当
日
ま
で
に

　
　

お
持
ち
下
さ
い

令 
和 

八 

年

 
祭
行
事
の
ご
案
内

ご
案
内

四
月  

九
・
十
日（
木
･
金
）
春
季
大
祭

七
月
九
・
十
日（
木
･
金
）
夏
季
大
祭

七
月
二
十
九
日（
水
）

水
無
月
祭

十
月  

十
一
日（
日
）

例
祭
神
輿
渡
御
祭

狛猫お守り 700円 狛猫絵馬 700円

「
狛
猫
朱
印
」

　

初

穂

料

五
〇
〇
円

用
紙
で
の
授
与
に
な
り
ま
す

朱
印
は
お
参
り
の
方
に
だ
け

授
与
し
ま
す

お
一
人
一
枚
限
り



　

今
年
で
十
年
目
を
迎
え
た
こ
ま
ね
こ

ま
つ
り
は
、
様
々
な
記
念
の
催
し
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
峰
山
駅
開
通

百
年
を
記
念
し
て
駅
で
賑
わ
う
風
景
を

開
催
告
知
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
し
、
九
月

二
十
一
日
（
日
）
の
開
催
当
日
に
は
峰

山
駅
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
田
中

智
子
代
表
、
廣
瀬
啓
子
実
行
委
員
長
と

と
も
に
参
列
し
た
ネ
コ
駅
長
の
就
任
式

も
あ
り
ま
し
た
。

福
知
山
公
立
大
生

福
知
山
公
立
大
生 

大
活
躍

大
活
躍

　

前
日
の　

九
月
二
十
日
（
土
）
午
前

九
時
に
、
本
殿
で
の
「
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

祈
願
祭
」
斎
行
に
は
じ
ま
り
、
午
後
三

時
か
ら
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

狂
言
師
・
河
田
全
休
さ
ん
の
こ
ま
ね
こ

こ
ま
ね
こ

狂
言
会

狂
言
会
が
開
催
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
創

作
狂
言
「
猫
瞞
し
」
を
は
じ
め
福
知
山

公
立
大
学
小
山
ゼ
ミ
生
に
よ
る
巫
女
舞

や
神
楽
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
八
日
（
土
）
は
羽
衣
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
て
く
て
く
わ
が
ま
ち
再
発
見
」

と
の
共
催
で
「
風
と
仏
の
声
を
た
ず
ね

「
風
と
仏
の
声
を
た
ず
ね

て
～
文
化
財
と
音
に
ふ
れ
る
京
丹
後
ま

て
～
文
化
財
と
音
に
ふ
れ
る
京
丹
後
ま

ち
歩
き
～
」

ち
歩
き
～
」
を
テ
ー
マ
に
こ
ま
ね
こ
ウ

こ
ま
ね
こ
ウ

ォ
ー
ク

ォ
ー
ク
を
開
催
、
総
勢
三
十
名
が
参
加

し
、
縁
城
寺
、
仲
禅
寺
仁
王
像
な
ど
を

見
学
、
公
立
大
生
が
ガ
イ
ド
や
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
ま
し
た
。
午
後
か
ら
会
館
で

は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
ゃ
ウ
ン

に
ゃ
ウ
ン 

Ｖ
Ｏ
Ｖ
Ｏ

Ｌ
８
②

Ｌ
８
②
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な
項
目

が
編
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
福
知
山
公
立
大
生
が
多
数
参

加
し
て
、
狂
言
会
の
演
者
は
事
前
に
何

　

九
月
二
十
一
日
（
日
）
を
中
心
に
十

周
年
特
別
企
画
の
催
し
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
紅
葉
で
染
め
た
糸
で
織
ら
れ
た

生
地
を
実
行
委
員
が
手
づ
く
り
で
縫
製

し
た
「
丹
後
ち
り
め
ん
こ
ま
ね
こ
守
り
」

「
丹
後
ち
り
め
ん
こ
ま
ね
こ
守
り
」

の
ほ
か
、
こ
の
生
地
で
着
物
の
仮
絵
羽

着
物
の
仮
絵
羽

が
仕
立
て
ら
れ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
境
内
で
は
三
十
軒
が
出
展
し
た

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市
を
中
心
に
、
池

田
修
造
氏
の
「
猫
の
目
」
展

「
猫
の
目
」
展
、
ね
こ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面
ペ

陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面
ペ

イ
ン
ト

イ
ン
ト
、
吉
村
商
店
と
同
時
開
催
の
丹丹

後
縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示

縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示
と
丹
後
蔵
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ね
こ
会
議
は
猫

用
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
猫
ベ
ッ
ド
を
つ
く
ろ
う

猫
ベ
ッ
ド
を
つ
く
ろ
う
、
峰
高
茶
道

部
の
お
呈
茶
席

お
呈
茶
席
、
北
近
畿
鉄
道
ビ
ジ
ネ

ス
は
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
転
体
験
な
ど
の
こ
ま
こ
ま

ね
こ
縁
日

ね
こ
縁
日
、
府
織
物
機
械
金
属
振
興
セ

ン
タ
ー
は
丹
後
ち
り
め
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

丹
後
ち
り
め
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
展
示
、

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
展
示
、
福
知
山
公

立
大
学
生
に
よ
る
ネ
コ
型
コ
ー
ス
タ
ー

ネ
コ
型
コ
ー
ス
タ
ー

さ
ん
の
猫
愛
強
め
ガ
イ
ド
と
巡
る
ま
ち

猫
愛
強
め
ガ
イ
ド
と
巡
る
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
が
、

歩
き
ツ
ア
ー
が
、
十
月
十
八
・
十
九
日

に
は
、
き
く
の
や
でy

o
g
a

r
o
o
m

M
o
n
d

・
ガ
ー
デ
ン
草
花
事
業
部
の

ね
こ
ヨ
ガ
・
秋
の
リ
ー
ス
の
ワ
ー
ク

ね
こ
ヨ
ガ
・
秋
の
リ
ー
ス
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
20252025 

開
催
開
催

づ
く
り

づ
く
り
と
ダ
ー
ツ
体
験
会
、

ダ
ー
ツ
体
験
会
、
日
進
製
作

所
創
業
記
念
館
で
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

に
ゃ
ウ
ン

に
ゃ
ウ
ン 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
８

Ｖ
Ｏ
Ｌ
８
①
を
開
催
、
ま

た
京
丹
後
エ
ム
ズ
カ
ー
ド
会
が
コ
ラ
ボ

企
画
で
お
買
い
物
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

お
買
い
物
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
す
る
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
は
白
銀

の
田
中
家
具
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
５
回
大

第
５
回
大

丹
後
ネ
コ
派
て
ん

丹
後
ネ
コ
派
て
ん
が
開
催
さ
れ
、
二
十

七
名
が
ネ
コ
を
題
材
に
し
た
ア
ー
ト
作

品
を
出
展
し
、
好
評
の
う
ち
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
十
･
二
十
一
日
に
は
蒲
田
和
加
子

度
も
練
習
を
重
ね
、
ウ
ォ
ー
ク
の
案
内

ガ
イ
ド
を
企
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
下

見
や
現
地
調
査
を
重
ね
る
な
ど
し
、
ま

つ
り
当
日
の
会
場
で
も
、
丹
後
ち
り
め

ん
の
端
切
れ
を
再
利
用
す
る
ネ
コ
型
コ

ネ
コ
型
コ

ー
ス
タ
ー
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ー
ス
タ
ー
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
ダ
ー
ツ
体
験
会
、
ク
レ
ー
プ
販
売

や
ダ
ー
ツ
体
験
会
、
ク
レ
ー
プ
販
売
と

大
活
躍
で
、
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

第
十
回
記
念

第
十
回
記
念
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

丹
後
の
人
と
猫
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
ま
つ
り

mineyama
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9
月
21
日
日
他
日

2
0
2
5
年

10
時
か
ら
16
時

峰
山
ま
ち
な
か
・
金
刀
比
羅
神
社

（
京
都
府
京
丹
後
市
峰
山
町
）

主催 こまねこまつり実行委員会
ねこプロジェクト／こんぴら手づくり市／丹後の猫好きネットワーク【ねこ会議】
協賛： 羽衣ステーション
協力： 金刀比羅神社／edit Tango／京都丹後鉄道（WILLER TRAINS（株））／「京都丹後鉄道」応援プロジェクト
後援： 京丹後市／京丹後市教育委員会

https://komanekofes.com
こまねこまつり 検 索
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「
猫
と
丹
後
ち
り
め
ん
」

江
戸
時
代
よ
り
機
織
り
で
栄
え
た
峰
山
で
は
、絹
糸
を
生

み
出
す
蚕
を
ネ
ズ
ミ
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
猫
を
大
切
に
し

て
い
ま
し
た
。金
刀
比
羅
神
社
に
あ
る
木
島
神
社
は
地
元

の
糸
商
人
や
養
蚕
家
た
ち
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
峰
山
の
地
へ

迎
え
ら
れ
た
も
の
で
、そ
こ
に
鎮
座
す
る
狛
猫
は
今
も
地
域

の
守
り
猫
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
猫
」と「
丹
後
ち
り
め
ん
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、丹
後
の
人
と

猫
の
つ
な
が
り
に
思
い
を
馳
せ
て
、時
空
を
超
え
た
ま
ち

あ
る
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

撮
影
地
／
京
都
丹
後
鉄
道
峰
山
駅
（
峰
山
町
杉
谷
）

大
正
14
年
に
開
業
し
た
峰
山
駅
は
今
年
で
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。江
戸
時
代
よ
り
当
地
で
隆
盛
を
極
め
た
丹
後

ち
り
め
ん
産
業
に
お
い
て
生
地
を
迅
速
に
輸
送
で
き
る
鉄

道
は
人
々
に
熱
望
さ
れ
、開
業
時
に
は
大
変
な
お
祭
り
騒
ぎ

と
な
っ
た
祝
賀
会
の
様
子
が
映
像
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
駅
舎
は
手
機
織
機
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、平
成
2
年
に

改
築
さ
れ
ま
し
た
。

祝
第
10
回

国鉄▶北近畿タンゴ鉄道▶京都丹後鉄道

20
25
. 9
. 2
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普通入場券
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り
に
思
い
を
馳
せ
て
、時
空
を
超
え
た
ま
ち

あ
る
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

撮
影
地
／
京
都
丹
後
鉄
道
峰
山
駅
（
峰
山
町
杉
谷
）

大
正
14
年
に
開
業
し
た
峰
山
駅
は
今
年
で
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。江
戸
時
代
よ
り
当
地
で
隆
盛
を
極
め
た
丹
後

ち
り
め
ん
産
業
に
お
い
て
生
地
を
迅
速
に
輸
送
で
き
る
鉄

道
は
人
々
に
熱
望
さ
れ
、開
業
時
に
は
大
変
な
お
祭
り
騒
ぎ

と
な
っ
た
祝
賀
会
の
様
子
が
映
像
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
駅
舎
は
手
機
織
機
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、平
成
2
年
に

改
築
さ
れ
ま
し
た
。

祝
第
10
回

国鉄▶北近畿タンゴ鉄道▶京都丹後鉄道

20
25
. 9
. 2
1

si
nc
e 
19
25 入

・
峰
　
山

峰山駅
大正14年開業100周年
2025年から次の100年まで有効

普通入場券

会館での各種ワークショップ 大丹後ネコ派てん

丹後ちりめん こまねこ守りこまねこ生地の仮絵羽

こまねこ縁日のNゲージ こまねこまつり当日

駅開通の大正期をイメージしたポスター2種を作成

こまねこウォーク学生による巫女舞

大活躍の福知山公立大 小山元孝ゼミの学生たち丹後縮緬つるし飾り 吉村商店

こまねこ狂言会「猫瞞し」 猫駅長に就任

陶器ねこ・ねこ面ペイント 猫の目展

　
古　

橋　

直　

明

古　

橋　

直　

明 

殿
（
五
十
四
歳
）

　

金
刀
比
羅
神
社

総
代
は

　

九
月
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
五
月
に
ご
就
任
さ
れ
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茲
に
ご
生
前
の
ご
功
労
を
謝
し
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

弔　

慰

　

慰


